
,

同
志
社
倶
楽
部
の
山
宣

「
私
は
同
志
社
倶
楽
部
の
昔
馴
染
み
の
一
人
で
ご

ざ
い
ま
す
し

山
官
一
(
や
ま
せ
~
山
本
宣
治
一
八
八
九
1
一
九

二
九
)
は
一
九
二
九
年
二
月
二
二
日
(
金
)
の
東
京

麹
町
丸
ノ
内
東
京
会
館
で
の
同
志
社
倶
楽
部
二
月
例

会
の
晩
餐
後
こ
ん
な
挨
拶
で
は
じ
ま
る
講
演
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
宣
は
同
志
社
出
身
の
生
物

学
者
.
性
科
学
者
で
、
ヒ
ュ
マ
ニ
ズ
ム
に
溢
れ
る
政

治
家
(
第
二
区
選
出
の
代
議
士
)
で
し
た
。

国
会
へ
臨
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
発
言
の
場
を
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
山
宣
は
、
そ
の
夜
無
念
な
思
い
で
西
神

田
小
学
校
で
の
東
京
市
議
選
挙
の
応
援
に
立
ち
寄

り
、
宿
舎
の
光
栄
館
に
帰
っ
た
直
後
に
刺
殺
さ
れ
ま

山
宣
ひ
と
り
孤
塁
を
守
る

だ
が
私
は
淋
し
く
な
し

背
後
に
は
大
衆
が
支
持
し
て
ぃ
る
か
ら

こ
れ
は
山
宣
が
「
死
刑
法
」
と
呼
ん
だ
、
治
安
維

持
法
改
悪
の
緊
急
勅
令
事
後
承
諾
案
が
衆
議
院
本
会

議
に
上
提
さ
れ
る
前
夜
の
全
国
農
民
組
合
第
二
回
大

会
で
の
弁
士
中
止
の
直
前
の
彼
の
演
説
の
一
部
で

す
(
正
確
に
は
、
そ
れ
を
大
山
郁
夫
が
墓
碑
名
と
し

て
書
き
換
え
た
も
の
)
。
翌
日
、
つ
ま
り
前
述
の
講
演

の
十
日
ほ
ど
後
の
三
月
五
日
、
彼
は
治
安
維
持
法
撤

廃
を
求
め
る
草
稿
を
洋
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ひ
そ
め
て

同志社人物誌(64)

山本

小田切明徳

墓碑名
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し
ナさ

て
、
同
志
社
倶
楽
部
(
赤
坂
青
山
南
町
青
山
会

館
内
)
の
二
月
六
日
付
け
の
案
内
状
に
ょ
る
と
、

彼
の
演
題
は
「
議
会
へ
の
進
出
の
第
一
印
隷
と
無
産

党
の
立
場
」
と
通
知
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
『
同
志
社

倶
楽
部
講
演
集
M
2
。
』
(
同
年
一
二
月
一
 
0
日
)
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
(
こ
こ
で
の
引
用
は
『
山
宣
全

集
、
第
五
巻
に
ょ
っ
た
)
。
同
倶
楽
部
は
東
京
在
住
の

同
志
社
関
係
者
の
、
年
に
一
、
二
回
の
集
ま
り
で
、

そ
の
年
の
一
月
に
は
金
森
通
倫
、
前
年
で
は
柏
木
義

円
、
安
部
磯
雄
ら
も
講
演
し
て
い
ま
す
*
ー
。

こ
の
講
演
録
に
は
、
三
力
所
伏
せ
字
が
あ
り
、
国

会
で
の
質
問
・
答
弁
の
議
事
録
部
分
は
省
略
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
母
校
で
あ
り
、
二
年
前
ま
で
教
壇

に
た
っ
て
い
た
山
宣
は
、
同
志
社
人
を
前
に
し
て
気

分
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
「
昔
馴
染
み
し
を
前
に

し
て
か
な
り
思
い
切
り
の
い
い
語
り
口
で
す
。
同
志

社
時
代
の
回
想
か
ら
始
ま
り
、
「
皆
様
と
喧
嘩
し
て
、

弁
当
費
十
円
也
で
」
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
「
産
児
制
限
運

動
か
ら
労
働
者
の
解
放
運
動
・
:
、
つ
い
に
政
治
の
渦

中
に
投
ず
る
に
至
っ
た
」
経
緯
が
前
半
に
語
ら
れ
、

後
半
は
議
会
で
の
悪
戦
苦
闘
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
宣
の
伝
記
作
家
の
佐
々
木
敏
二
氏
の
指
摘

の
よ
う
に
、
「
臨
監
も
お
ら
、
す
、
山
宣
は
自
分
の
言
い

た
い
こ
と
を
充
分
に
話
し
」
て
い
ま
し
た
*
2
0

山
生
の
生
い
た
ち

彼
は
明
治
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
に
生
ま
れ
、

宣
治
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
(
本
年
五
月
一
八
日
は

山
宣
の
生
誕
一
0
0
年
記
念
日
)
。
両
親
は
京
都
四
条

教
会
の
熱
心
な
信
者
で
、
結
婚
の
際
の
挙
式
は
井
手

義
久
牧
師
、
媒
酌
人
は
中
村
栄
助
夫
妻
で
し
た
。
幼

少
の
山
宣
は
こ
う
し
て
同
志
社
系
の
牧
師
や
教
育
者

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
す
。
彼
の
神
戸
中
入

学
時
の
日
記
で
の
教
会
生
活

を
み
て
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
ま
す
。
「
二
0
世
紀
大
挙
伝

道
L
 
の
説
教
や
演
説
を
積
極
的

に
聞
き
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

海
老
名
弾
正
、
原
田
助
、
宮
川

経
輝
を
は
じ
め
と
す
る
そ
う
そ

う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
こ
に

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

少
年
期
は
病
弱
で
あ
っ
て
、

せ
っ
か
く
の
神
戸
中
学
を
一
年

た
ら
ず
で
中
退
し
ま
す
。
こ
の

後
宇
治
の
花
屋
敷
で
「
花
を

作
っ
て
世
の
中
を
明
る
く
し
た
い
し
と
園
芸
家
を
夢

み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
隈
重
信
邸
の
園
芸
見
習
い

に
出
か
け
た
り
、
つ
い
に
は
カ
ナ
ダ
ま
で
出
か
け
て

苦
学
し
ま
す
が
、
こ
の
志
し
は
挫
折
し
ま
す
。
こ
の

異
境
の
地
で
の
五
年
間
、
多
感
な
青
年
期
に
進
化
論

や
社
会
主
義
の
初
歩
を
学
び
、
豊
富
な
語
学
力
を
身

に
つ
け
ま
す
0

帰
国
し
た
後
同
志
社
普
通
学
校
S
三
高
S
東
大

と
進
学
し
、
生
物
学
を
専
攻
し
ま
す
。
東
大
時
代
、

彼
は
新
人
会
に
共
鳴
し
、
生
物
学
会
の
改
革
派
を
自

認
し
、
旧
態
依
然
と
し
た
当
時
の
東
大
の
生
物
学
教山宣の父母(1Ⅱ松、多年)
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室
を
嫌
い
、
京
都
大
学
に
進
み
ま
す
。
京
都
に
戻
っ

た
彼
は
、
前
述
の
よ
う
に
母
校
同
志
社
の
講
師
と
し

て
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
性
教
育
を
行
い
、

京
大
で
は
性
学
読
書
会
を
は
じ
め
ま
す
。

こ
の
頃
を
回
想
し
て
同
倶
楽
部
で
は
、
東
大
時
代

の
恩
師
五
島
清
太
郎
を
前
に
「
イ
モ
リ
の
生
理
発
生

と
云
ふ
や
う
な
研
究
を
や
っ
て
居
る
中
に
、
何
時
の

間
に
や
ら
セ
ッ
ク
ス
の
研
究
に
な
っ
て
了
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
同
志
社
の
お
陰
で
、
帝
大
の
研

究
室
に
ぱ
か
り
居
れ
ぱ
斯
く
云
ふ
事
に
な
ら
な
か
っ

た
し
、
と
語
っ
て
い
ま
す
0

同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
前
で
(
前
列
右
よ
り
5
人
目
)

「
弁
当
代
一
 
0
円
」
で
首
切
り

れ
、
私
の
所
も
河
上
(
)
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
捜
索

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
0
 
:
:
:
こ
の
た
め
皆
様
が
私

を
呼
び
つ
け
て
『
生
物
学
に
特
に
誠
意
を
持
っ
て
や

つ
て
居
る
と
は
思
は
れ
る
が
、
此
際
一
応
退
い
て
く

れ
』
と
云
ふ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
『
然
ら
ぱ
意
見
を

闘
は
し
た
上
で
な
け
れ
ば
退
職
し
な
い
』
(
辞
表
き

渡
せ
、
渡
さ
ぬ
と
押
し
問
答
を
し
て
居
る
中
に
到
頭

辞
め
さ
せ
ら
れ
」
、
と
母
校
か
ら
の
辞
職
の
い
き
さ
つ

を
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
前
後
の
事
情
を
少
し
補
足
し
ま
す
。
一

九
二
二
年
巻
来
日
し
た
サ
ン
ガ
ー
女
史
と
の
出
合

い
か
ら
、
彼
は
進
ん
で
産
児
調
節
運
動
に
も
携
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
学
外
に
出
向
き
、
自
由
大

学
労
働
学
校
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
彼
は
性
科
学
の
啓
蒙
、
普
及
の
取
り
組
み
と
庶

民
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に
献
身
し
ま
す
、
今
で
一
言

う
「
草
の
根
」
活
動
に
加
わ
り
ま
し
た
0
 
こ
の
山
宣

の
活
動
は
当
時
の
保
守
的
な
学
会
大
学
当
局
か
ら

忌
み
嫌
わ
れ
、
や
が
て
京
大
、
同
大
を
辞
め
さ
せ
ら

れ
る
事
態
に
発
展
し
ま
し
た
。

山
宣
は
こ
う
し
た
攻
撃
に
怯
む
こ
と
な
く
、
南
山

城
小
作
争
議
へ
の
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
民
の

暮
し
を
守
り
、
反
戦
平
和
の
活
動
に
精
力
的
に
参
加

し
ま
す
。
彼
は
生
物
学
者
と
し
て
の
学
問
研
究
の
継

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
山
宣
は
カ
ナ
ダ
で
苦

学
後
同
志
社
普
通
科
に
入
学
し
ま
す
。
で
は
講
演

の
続
き
で
す
。
「
水
崎
さ
ん
に
も
特
に
お
願
ひ
し
て
徴

兵
年
齢
の
余
暇
が
消
え
ま
す
れ
ぱ
、
二
年
何
箇
月
の

御
厄
介
に
な
っ
て
、
後
に
御
礼
を
六
年
問
さ
し
て
頂

い
て
、
其
問
に
生
理
学
を
研
究
」
し
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
六
年
、
「
丁
度
第
一
次
の
学
生
事

件
(
京
都
学
連
事
件
)
で
あ
り
ま
す
。
一
月
五
日
に

学
生
が
レ
プ
セ
一
行
を
歓
迎
し
た
た
め
に
検
挙
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
学
生
の
下
宿
は
片
っ
端
か
ら
捜
索
さ
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続
に
終
始
こ
だ
わ
り
つ
っ
も
、
ま
わ
り
か
ら
押
さ
れ

て
第
一
回
普
通
選
挙
に
労
農
党
か
ら
立
候
補
し
、
み

ご
と
に
当
選
し
ま
す
。
迫
り
来
る
中
国
大
陸
へ
の
侵

略
戦
争
を
前
に
、
自
ら
「
戦
争
撲
滅
の
た
め
に
奮
闘

せ
よ
ノ
.
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
天
皇
制
の
政

府
の
諸
政
策
に
真
向
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
山
宣
の
活
動
と
山
宣
の
存
在
そ
の
も
の
を
、
時
の

天
皇
制
権
力
は
許
す
事
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
尊
い

生
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
、
享
年
三
九
歳
。

先
駆
的
セ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト

彼
の
短
い
生
涯
で
追
求
し
た
も
の
は
、
「
人
生
生
物

学
、
か
ら
「
民
理
学
口
ゆ
ヨ
0
智
§
ぜ
の
構
築
で
す
。

前
者
は
、
一
九
二
0
年
同
志
社
大
予
科
で
始
め
ら
れ

た
山
宣
の
講
義
名
で
、
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
性

教
育
で
し
た
。
翌
年
彼
は
そ
れ
を
パ
ン
フ
に
ま
と
め
、

広
く
有
識
者
に
も
送
り
、
学
内
外
に
は
か
り
し
れ
な

い
イ
ン
パ
ク
ト
与
え
ま
し
た
0

後
者
の
民
理
学
の
構
想
は
、
政
治
家
・
山
宣
の
ラ

ス
ト
・
ヘ
ビ
ー
直
前
の
執
筆
論
文
に
「
性
と
人
生
統

計
」
に
、
「
民
衆
(
デ
モ
ー
ス
)
記
載
学
(
グ
ラ
フ
ィ

ヤ
)
の
ギ
リ
シ
ャ
語
に
基
づ
」

く
も
の
と
し
て
、
そ
の
骨
子
が

示
さ
れ
た
に
留
ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
彼
は
、
当
時
の
科
学
へ

の
不
信
感
は
び
こ
る
傾
向
に
さ

し
て
、
科
学
の
社
会
的
機
能

いと
関
わ
っ
て
、
「
科
学
は
破
産
し

た
し
の
で
は
な
く
、
個
人
の
「
金

儲
け
の
た
め
の
L
 
科
学
が
危
機

に
瀕
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
人

Y

生
の
た
め
の
科
学
」
の
創
造
こ

そ
科
学
者
の
進
む
べ
き
道
だ
、

二
一

土

凶

人
雄
生

性

Ⅱ

貨
 
1
 
述

學
冉
私
見

と
自
己
の
信
念
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
性
革
命
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
キ
ン
ゼ
ー
.
り
ポ
ー
ト
L
 
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
性

モ
ラ
ル
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
二

五
年
前
、
山
宣
は
「
日
本
人
男
子
学
生
の
性
生
活
の

京

緒
科
二
亦

,
、(

生
銀
語
)
講
礎
抑
、

(
以

必
追
ゼ
る
赴
會
の
現
駄

一
"
"
住
¥
農
民
も
而
人
も
學
牛
0
 
來
八
"

、
會
問
題
大
講
演
會

ず
,
.

よ

伽

雛
^
翻
松
本
長
八
氏

無
産
者
t
産
兒
制
隈

八
月
十
七
日
午
后
一
時
よ
り

八
木
町
戎
座
 
K
於
て

"
.
斐
,
量
侵
山
本
宣
治
氏

新
赴
會
へ
の
道
へ

悦
治
氏

円
鄭
赴
六
吊
融
授

赴
合
問
題
t
法
律
一

井
淨
氏

誹
'
上
,
梨
士

早
越
巴
小
作
問
題"

本
1
'
"
仁
科
雄
一
氏

賓
本
主
義

會
制
應
缺
陥
金
、

幌
"
 
1
 
阪
本
勝
氏

主
催
奈
艮
縣
水
平
赴

●
復
を
御
買
下
゛
い
●

住谷悦治らと水平社の講演へ

97

小住

石谷

人生生物学入門レぐンフレット)



生
活
L
 
と
題
し
て
連
載
さ
れ
ま
す
が
、
学
会
の
保
守

層
の
圧
力
で
中
断
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
統
計
的

研
究
は
、
京
大
同
大
東
大
、
早
大
等
で
の
性
教

育
後
に
、
受
講
し
た
学
生
を
中
心
に
し
て
協
力
を
得

た
「
人
生
生
物
研
究
資
料
」
(
性
生
活
調
査
)
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

出
宣
の
性
学
の
特
徴
は
エ
リ
ス
や
プ
ロ
ッ
ホ
ら

の
、
当
時
の
欧
米
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、

健
全
な
青
年
の
性
生
活
の
実
態
を
統
計
学
的
調
査
で

明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
す
。
今
日
で
も
自
慰
性
交

を
教
え
る
の
に
大
変
な
勇
気
が
必
要
で
す
。
山
宣
の

性
教
育
や
性
学
研
究
の
業
績
は
も
っ
と
高
く
評
価
さ

れ
て
ょ
い
で
し
ょ
う
。

統
計
的
研
究
L
を
京
都
医
学
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
詳
細
が
『
生
理
学
研
究
』
誌
の
「
若
い
男
の
性

公
に
す
る
必
要
が
あ
る
し
と
迫
ら
れ
て
、
海
老
名
は

「
君
は
公
に
訴
え
る
必
要
は
あ
っ
て
も
、
こ
っ
ち
は
困

る
し
と
答
え
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
山
宣
は

「
古
き
革
ぶ
く
ろ
よ
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
同
志
社
を
さ

り
ま
し
た
*
3
0

同
志
社
の
性
教
育
争
議

さ
て
、
山
宣
の
講
演
に
あ
っ
た
「
十
円
で
首
と
な

つ
た
事
件
L
 
の
真
相
で
す
が
、
ど
う
も
海
老
名
総
長

の
改
選
期
を
前
に
し
た
学
内
の
事
情
の
中
で
、
山
宣

が
関
わ
っ
て
い
た
京
都
学
連
事
件
の
後
始
末
の
責
任

を
取
ら
せ
よ
う
と
、
性
教
育
を
口
実
に
山
宣
が
解
雇

さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
山
宣
は
海
老
名
と
「
押
し

問
答
L
(
二
六
年
二
月
九
日
)
を
し
て
い
ま
す
。
「
教

育
の
進
歩
向
上
を
計
る
為
の
正
々
堂
々
た
る
論
議
を

倒
さ
れ
た
山
宣
の
碑

昭
和
天
皇
の
葬
儀
に
は
九
三
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
比
べ
、
六
0
年
前
の
山
宣
の
葬
儀
は

ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。
参
列
者
は
検
束
を
覚
悟
で
臨

み
、
河
上
ら
の
弔
辞
は
次
々
と
弁
士
中
止
と
な
り
、

国
会
議
員
で
も
あ
っ
た
山
宣
の
葬
儀
は
こ
う
し
た

「
未
曽
有
の
戒
」
弾
圧
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
く

わ
え
て
、
大
山
郁
夫
書
の
「
山
宣
ひ
と
り
し
の
墓
碑

名
を
背
に
負
う
が
故
に
、
山
宣
の
墓
石
の
建
立
は
不

許
可
と
な
り
、
碑
銘
の
セ
メ
ン
ト
塗
り
が
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
0

信
州
別
所
温
泉
に
も
山
宣
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

ぐ
=
N
則
岳
S
m
m
含
曾
弐
N
-
0
昌
如
N
(
人
生
は
短
か
し
、

科
学
は
長
し
)
と
山
宣
の
好
ん
だ
句
が
、
ラ
テ
ン
語

で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
山
宣
を
慕
う
地
元

の
農
民
組
合
が
、
彼
の
虐
殺
を
悼
み
建
立
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
も
無
事
で
は
な
く
、
天
皇
政
府
は
取
り

大山,河上らと懇談
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壊
し
を
命
じ
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
と
の
比
較
で
山
宣
を
語
る
と
き
、
両
者

の
生
物
学
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。
「
ご
研
究

は
た
っ
た
一
つ
の
趣
味
L
と
し
て
、
顕
微
鏡
を
覗
ミ

磯
で
採
集
す
る
「
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
業
績
に
、
山
宣
は
ど
う
評
価
を
与
え
る
で
し

よ
う
か
0

じ
つ
は
、
山
宣
が
執
筆
し
た
最
初
の
論
文
「
分
類

学
者
幻
滅
の
悲
哀
L
(
理
学
界
)
に
そ
の
解
答
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
彼
が
学
ん
だ
当
時
の
、
金

と
暇
に
恵
ま
れ
新
種
発
見
に
明
け
暮
れ
る
東
大
の
生

物
科
周
辺
の
、
様
子
を
批
判
し
た
も
の
で
す
。
東
大

新
人
会
に
共
鳴
し
、
生
物
学
会
改
革
派
を
冑
認
し
た

若
き
山
宣
の
論
文
は
「
共
著
を
含
め
二
0
数
冊
の
。
ご

著
声
」
を
持
つ
「
昭
和
天
皇
の
生
物
学
」
へ
の
批
判

と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
宣
は
明
治
天
皇
の
死
去
の
際
「
諒
闇
の
国
よ
り
」

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
『
加
奈
陀
新
報
』
に
寄
稿
し

て
、
「
こ
の
思
想
(
忠
君
愛
国
)
の
押
拡
け
に
気
喰
わ

ぬ
奴
に
出
喰
わ
す
と
直
に
"
貴
様
は
非
国
民
じ
ゃ
、

怪
し
か
ら
ぬ
し
と
極
め
付
け
る
や
り
方
」
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
日
本
で
は
発
禁
も
の

で
す
。
山
宣
が
生
ま
れ
た
年
に
「
帝
国
憲
法
L
 
は
発

布
さ
れ
、
彼
は
忠
君
愛
国
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
が
、

カ
ナ
ダ
で
の
苦
学
時
代
に
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま

し
た
。同

志
社
人
と
し
て
の
山
宣
の
死

「
令
息
宣
治
様
に
は
慮
外
な
こ
と
で
非
業
の
死
を

遂
げ
ら
れ
誠
に
御
気
の
毒
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

二
月
二
二
日
夜
同
志
社
出
身
者
東
京
会
館
に
集
ま
り

て
宣
治
様
の
御
話
を
承
り
ま
し
た
。
:
:
六
日
の
午

前
三
時
半
頃
私
は
光
栄
館
へ
参
り
て
告
別
し
ま
し

た
。
丁
度
皆
様
が
デ
ス
マ
ス
ク
を
と
り
お
え
ら
れ
ま

し
た
:
:
:
宣
治
様
の
死
は
深
い
波
潤
を
日
本
の
社
会

に
捲
き
起
こ
し
ま
せ
う
。
決
し
て
空
し
い
死
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
ら
信
ず
る
主
義
の
た
め
に
生
命
を
棄

て
ら
れ
た
の
で
す
。
」
(
三
月
八
日
、
山
宣
の
母
宛
)

こ
れ
は
村
田
勤
(
元
四
条
教
会
牧
師
)
の
、
彼
の
死

後
の
、
族
宛
の
手
紙
の
一
部
で
す
*
4
。

同
志
社
倶
楽
部
で
山
宣
は
講
演
の
後
半
で
、
自
ら

の
立
場
を
「
我
々
労
働
農
民
党
は
安
部
さ
ん
の
社
会

民
衆
党
の
右
翼
、
か
ら
は
、
「
過
激
だ
と
云
わ
れ
:
・
村

田
勤
先
生
か
ら
叱
ら
れ
ま
す
が
し
、
自
分
は
議
会
で
の

無
産
党
の
立
場
か
ら
徹
底
的
に
闘
っ
て
い
る
と
、
具

体
的
に
話
し
ま
し
た
。
同
志
社
か
ら
二
年
前
に
辞
め

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
山
宣
を
受
け

入
れ
る
先
輩
・
同
僚
の
存
在
は
、
日
々
「
孤
塁
を
守

る
闘
い
し
を
迫
ら
れ
て
い
た
山
宣
に
と
っ
て
心
や
す

ま
る
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

告
別
式
の
弔
辞
は
同
志
社
校
友
代
表
磯
田
義
治
が

し
て
い
ま
す
が
、
死
後
も
こ
の
様
に
、
彼
の
母
や
生

家
「
花
屋
し
き
し
に
手
紙
が
幾
つ
も
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
油
谷
治
郎
七
(
元
四
条
教
会
牧
師
)
、
高
橋
元

(
同
志
社
普
通
学
校
の
同
級
生
)
等
で
す
。

一
"三

月
二
三
日
付
け
の
村
田
の
手
紙
(
母
、
長
男
宛
)
、

「
昨
夜
東
京
会
館
で
同
志
社
ク
ラ
プ
の
会
合
が
あ
り

ま
し
た
。
:
・
・
:
同
じ
五
階
の
室
で
、
追
悼
会
で
な
い

こ
と
に
し
て
追
悼
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
刑
事
が

来
ま
し
た
し
*
 
4
0

山
宣
の
死
を
時
の
同
志
社
人
は
、
「
古
来
幾
多
の
社

会
解
放
史
は
か
か
る
殉
教
者
の
血
を
以
っ
て
彩
ら
れ

て
い
ま
す
L
(
油
谷
)
と
語
り
、
山
宣
は
ま
さ
に
、
新

島
の
教
え
の
通
り
の
「
一
国
を
き
よ
む
る
に
は
多
く

の
義
人
の
血
を
要
す
L
(
高
橋
元
一
郎
)
、
の
実
例
に

讃
え
ら
れ
ま
し
た
。
反
戦
平
和
と
国
民
の
生
活
の
向

上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
「
不
当
な
る
権
力
L
と
非

妥
協
的
に
闘
っ
た
一
同
志
社
人
と
し
て
に
、
今
後
と

も
語
り
継
が
れ
る
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

(
中
学
校
教
・
同
志
社
山
宜
会
事
務
局
長
)

*
1
 
佐
々
木
敏
二
著
『
山
本
宜
治
(
上
)
』
(
汐
文
社
)
に
ょ
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る
と
、
昭
和
三
年
一
月
、
柏
木
義
円
「
新
島
先
生
伝
に

就
い
て
し
、
同
年
一
月
、
安
部
磯
雄
「
選
挙
の
感
想
及
び

今
後
の
政
界
の
推
移
、
四
年
月
、
金
森
通
倫
「
私
の

追
悼
集
 
1
 
(
同
志
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行
)

1
同
志
社
人
物
誌
1
明
治
十
年
代
S
明
治
四
十
年

追
悼
集
Ⅱ
(
同
志
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行
)

1
同
志
社
人
物
誌
1
明
治
四
十
一
年
S
大
正
四
年

追
悼
集
Ⅲ
(
同
志
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行
)

1
同
志
社
人
物
誌
1
大
正
五
年
S
大
正
十
五
年

同
志
社
で
は
明
治
二
十
年
こ
ろ
か
ら
、
社
長
(
総
長
)
を
は
じ
め
役
員
、

卒
業
生
、
教
職
員
、
学
生
生
徒
が
永
眠
す
る
と
、
そ
の
死
亡
記
事
と
と
も
に
、

追
悼
の
こ
と
ば
や
故
人
の
略
歴
な
ど
を
各
学
校
の
機
関
誌
(
た
と
え
ぱ
『
同

志
社
文
学
』
『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
『
同
志
社
校
友
会
会
報
』
『
同
志
社
時
報
』

な
ど
)
に
掲
げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
て
き
た
。

そ
の
貴
重
な
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
古
い
機
関
誌
の
中
に
埋
も
れ
て
い
て
、

極
め
て
利
用
し
が
た
い
状
態
に
あ
っ
た
が
、
社
史
資
料
室
は
昨
年
来
そ
れ

ら
の
記
事
の
総
て
を
探
し
出
し
て
書
物
に
ま
と
め
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
き

た
。

*
2

見
た
新
島
先
生
」
。

佐
々
木
敏
二
著
『
山
本
宣
治
(
下
)
」
(
汐
文
社
)

和
田
洋
一
「
伺
志
社
・
山
宣
を
追
放
L
(
山
宣
五
十
周
年

*
3

第
一
巻
に
は
、
新
島
襄
山
崎
為
徳
山
本
覚
馬
、
森
田
久
万
人
、
片
岡

健
吉
ら
の
他
、
男
女
各
校
の
関
係
者
約
一
 
0
0
名
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い

る
0

第
二
巻
に
は
、
 
J
 
.
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
元
良
勇
次
郎
、
市
原
盛
宏
ら
に

関
す
る
記
事
の
他
第
一
巻
以
降
の
年
次
に
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
新
島
襄

山
本
覚
馬
、
松
本
五
平
ら
の
資
料
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
約
一
一
 
0
名
の
記

事
を
収
め
て
い
る
。

第
三
巻
に
は
、
松
浦
政
泰
 
S
 
・
 
B
 
・
ニ
コ
ル
ズ
な
ど
の
ほ
か
、
同
志
社

大
学
教
員
の
川
中
勘
之
助
、
永
田
伸
也
、
福
井
貞
一
、
嶺
岸
四
郎
な
ど
、
男

女
約
三
0
0
人
を
収
録
。
上
田
敏
厨
川
白
村
、
有
島
武
郎
な
ど
講
師
の
名

も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
伝
染
病
や
関
東
大
震
災
に
ょ
る
多
数
の
死
者
の
記
事

が
痛
ま
し
い
。

『
追
悼
集
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
か
た
ち
で
同
志
社
史
を
彩
り
、
ま
た

同
志
社
史
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
物
故
者
た
ち
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
「
同
志
社
人
名
録
」
の
役
割
を
も
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

記
念
事
業
実
行
委
員
厶
広
ニ
ユ
ー
ス
面
3
)
、
山
宣
編
著

『
性
と
社
会
』
 
N
号
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
0

い
ず
れ
も
『
山
宣
全
集
』
(
第
七
巻
霄
簡
集
)
よ
り
引
用

*
4

『
追
悼
集
」
は
各
巻
(
各
一
五
0
0
円
)
と
も
同
志
社
収
益
事
業
課
で
取
扱

つ
て
い
る
電
話
(
0
七
五
)
二
五
 
1
三
0
三
七
・
ハ




